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Abstract 
 
A single specimen of an undetermined genus and species of Crangonidae (Caridea) is reported from 
the Lower Miocene (Burdigalian) Shimoda Formation of the Shidara Group in Aichi Prefecture, 
central Japan. The specimen represents the first and oldest fossil record to Crangonidae of Japan. 
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1. ははじじめめにに 

 
今泉力蔵博士（1915–1977 年）は，東北大学教養

部（現 東北大学教養教育院）で日本産十脚類化

石の研究に従事し多数の業績を残した（今泉力蔵

教授業績顕彰記念会, 1978）．今泉博士の十脚類
化石コレクションは，現在，東北大学総合学術博物

館に保管されているが，その中には未報告の標本

がある．筆者らのうち加藤と柄沢がそのコレクション

を調査した際，未報告の愛知県の設楽層群産エビ

様化石を見出し研究する機会が与えられた．検討

の結果，標本の保存状態は悪いが，エビジャコ科に

所属することが判明したのでここ記録したい． 
 

2. エエビビジジャャココ科科のの未未定定属属種種ににつついいてて 
 
標本：IGPS coll. cat. no. 113007（東北大学総合学

術博物館収蔵）． 
産地：標本とともに保存されていた書簡には，化

石は愛知県北設楽郡東栄町下奈根小尻平（＝愛
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知県北設楽郡東栄町大字三輪字下奈根小尻平）

から見つかったと記されている．著者の一人，小林

は現地踏査を行ったものの化石を産したと思われる

露頭を確認できなかった．柴田・伊奈（1983）に基づ
き，産地は設楽層群下田層の分布域に含まれる．

なお，設楽層群下田層の地質年代は，前期中新世

（ブルディガラ期）とされる（星・齋田, 2009）． 
保存状態：標本は，背側から押しつぶされ変形が

著しく保存不良であるが，甲，腹部および各種付属

肢が残る．額角は保存されていないが，残存部の甲

長は 32 mm である．甲には，少なくとも正中隆起

（mc），1 対の眼窩後部隆起（pc）と１対の胃域に側
方から斜走する隆起（goc）が認められるが，甲面を
装飾する顆粒や棘は残っていない．鰓外歯（bt）は
三角形で基部で幅が広い．腹部腹節 1–6（Ps1–6）と
尾扇（T）は全て残るが，表面装飾は変形のため判
別できない．右眼（E）の基部が残る．第 2触角（A2）
の基部，鞭と幅が広い触角麟（Sc）が判別できる．第
1脚と触角麟に挟まれ第 3顎脚（Mxp3, M）が残る．
第 1脚（P1）は長く，ハサミ脚（P1c）はエビジャコ科に
特徴的な不完全鉗をもつ．細い第 2 脚（P2）と第 3
脚（P3）および第 4 脚（P4）と第 5脚（P5）も残るが詳
細な特徴は判らない．著しく変形した胸甲（Ts）が残
る．少なくとも右側の第 1腹肢（Pl1）と第 2腹肢（Pl2）
が判別できる． 
備考:現在のエビジャコ科は 23 属 236 種を包有

し，世界中の海洋に分布している（DecaNet eds., 
2025）．エビジャコ科の化石記録は未だ少なく，レバ
ノンの白亜系，デンマークの始新統およびロシアの

中新統から 4 属 5 種が知られているのみである
（Schweitzer et al., 2023; DecaNet eds., 2025）． 
本標本は，エビジャコ科に特徴的な第 1 脚に不

完全鉗を持つため本科に所属する．しかし，属の帰

属については額角や第 2 脚の形質が必要とされる
ため（Poore and Ahyong, 2023），本標本をエビジャ
コ科の未定属種とするにとどめた． 
日本産コエビ下目の化石記録は，群馬県の中新

統から Pandalus orientalis Niino, 1951（タラバエビ科）
と西南日本の中新統と更新統からテッポウエビ科の

Alpheus sp.（柄沢・小林, 2026）のわずか 2 種がある
のみであった．したがって，エビジャコ科が新たに日

本産コエビ下目化石に追加されることとなる． 
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柄沢宏明ほか（H. Karasawa et al.） 
 

 

 
第第 1図図．．エエビビジジャャココ科科のの未未定定属属種種．IGPS coll. cat. no. 113007．愛知県東栄町; 設楽層群下田層; 前期中新
世（ブルディガラ期）．A, 背面; B, 腹面; C, D, 側面．略記: A2, 第 2触角; bt, 鰓外歯; E, 眼; goc, 胃
域に側方から斜走する隆起; mc, 正中隆起; Mxp3, 第 3顎脚; P1–5, 第 1–第 5脚; P1c, 第 1脚のハサ
ミ脚; pc, 眼窩後部隆起; pl1–2, 第 1–2腹肢; Ps1–6, 腹部腹節 1–6; Sc, 触角麟; T, 尾扇; Ts, 胸甲. 

Fig. 1. Crangonidae genus and species indeterminate. IGPS coll. cat. no. 113007, from the Lower Miocene 
(Burdigalian) Shimoda Formation of the Shidara Group in Tōei-cho, Aichi Prefecture. A, dorsal; B, ventral; 
C, D, lateral views. Abbreviations: A2, antenna; bt, branchiostegal tooth; E, eye; goc, oblique carina on gastric 
region; mc, median carina; Mxp3, M, maxilliped 3; P1–5, pereiopods 1–5; P1c, chela of P1; pc, postorbital 
carina; pl1–2, pleopods 1–2; Ps1–6, pleonal somites 1–6; Sc, scaphocerite; T, telson; Ts, thoracic sternum. 

47




